
 

＊＊感染症の対応について＊＊ 
学校は集団生活を行う場であるため、インフルエンザや新型コロナウイルス感染症、

麻疹、流行性耳下腺炎、水痘などを「学校感染症」に指定し、発症した児童を出席停止

にするなど、感染拡大防止策をしています。（学校保健安全法施行規則） 

 

〇基本的な感染症防止対策について 

 ・手洗いは衛生上大切なことであり、推奨します。 

・換気に留意し、マスク等の感染症対策は状況に応じて推奨・実施します。 

・屋内での合唱やグループ活動は、状況に応じて、不安を招かないよう身体的距離

に配慮しながら行います。 

・咳やくしゃみのエチケットについては社会のマナーとして指導します。 

・給食場面での大声の会話などは、基本的な食事のマナーとして指導します。 

※同居家族等の身近に感染者がいる場合、接触をできるだけ避け、健康観察を徹底

し、体調に異変がみられる場合は早めに医療機関に受診してください。 

 

〇感染による出席停止・報告書提出等について 

【新型コロナウイルス感染症】 

 ・発症日を０日目として５日間を経過し、かつ、症状が軽快した後１日間の出席停

止となります。（欠席にはなりません） 

 ・感染防止のため発症から１０日間はマスク着用が推奨されています。 

・感染した場合は次の手順で「新型コロナウイルス感染症経過報告書」の作成・提出

をお願いします。 

①報告書は学校から受け取とるか、または、学校のホームぺージで用紙をダウン

ロード、印刷して使用してください。※医療機関からは配付されません 

②「新型コロナウイルス感染症経過報告書」には、記入例を参考に、保護者の方が

必要事項を記載してください。 

③出席停止の解除後、登校を再開する際に、記入していただいた報告書を学校に

必ず提出してください。 

【インフルエンザ】 

・発症日を０日目として５日間を経過し、かつ、症状が軽快してから２日間の出席

停止となります。（欠席にはなりません。） 

※登校再開に当たり診察が必要かどうかは、医師の指示に従ってください。 

・感染した場合は次の手順で「インフルエンザ経過報告書」の作成・提出をお願いし

ます。 

①医療機関から「インフルエンザ経過報告書」の用紙が交付されます。 

※医療機関から「インフルエンザ経過報告書」が交付されない場合は、学校に御

連絡ください。 



②報告書には、報告書裏面の記入例を参考に、保護者の方が必要事項を記載して

ください。 

③出席停止の解除後、登校を再開する際に、記入していただいた報告書を学校に

必ず提出してください。 

 

〇学級・学年・学校単位の臨時休業について 

・同一の学級において 複数の児童等の感染が判明し、感染拡大の可能性が高い場合

は、学校医、市教育委員会と協議し、学級の臨時休業の措置をとります。 

※同一の学級において、複数の児童生徒等の感染が確認された場合であっても、

その児童生徒等の間で感染経路に関連がない場合や学級内の他の児童生徒に感

染が広がっているおそれがない場合については行いません。 

・複数の学級を閉鎖し、かつ、学年内で感染拡大の可能性が高い場合は、学校医、市

教育委員会と協議し、学年の臨時休業の措置をとります。 

・複数の学年を閉鎖し、かつ、学校内で感染拡大の可能性が高い場合は、学校医、市

教育委員会と協議し、学校全体の臨時休業の措置をとります。 


